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紹
介
・
臼
杵
市
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
蔵

『
長
崎
道
中
日
記
』（
一
）

德　

岡　
　

涼

　
　
　
　

は
じ
め
に

　

本
書
は
、
臼
杵
掛
町
に
お
い
て
組
頭
・
筆
役
を
務
め
る
家
、

加
島
家
の
加
島
英
国
（
天
明
二
年
正
月
（
一
七
八
二
）
〜
嘉
永

七
年
閏
七
月
（
一
八
五
四
））
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
一
書
で
あ

る
。
英
国
は
、
寺
子
屋
を
営
み
、
多
葉
粉
屋
の
屋
号
で
、
手
広

く
商
業
も
営
ん
で
い
た
。
一
方
で
、
俳
諧
・
茶
道
・
花
道
に
も

通
じ
、
ま
た
、
陰
陽
頭
阿
部
晴
親
に
学
び
、
一
本
職
御
朱
印
も

戴
い
て
い
る
。
特
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、
江
戸
表
測
量
方
伊

能
勘
解
由
（
忠
敬　

隠
居
し
て
勘
解
由
）
か
ら
測
量
術
を
伝
授

さ
れ
、
藩
か
ら
測
量
し
た
絵
図
掛
か
り
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。

　

内
容
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
十
二
月
晦
の
序
文
を
伴

う
が
、
本
体
は
嘉
永
七
年
二
月
二
十
三
日
に
臼
杵
を
出
立
し
、

長
崎
奉
行
に
「
絵
板
」（
踏
絵
）
を
返
却
す
る
旅
に
、
英
国
が

同
行
し
た
往
還
記
で
あ
る
。英
国
最
晩
年
の
紀
行
文
と
い
え
る
。

序
だ
け
は
、
別
筆
（
走
り
書
き
の
態
）
と
思
わ
れ
、
こ
の
部
分

だ
け
が
擦
り
切
れ
た
状
態
の
箇
所
も
あ
り
何
ら
か
の
事
情
で
、

英
国
没
後
、
英
国
の
認
め
て
い
た
物
を
、
写
し
た
も
の
な
の
で

あ
ろ
う
。

　

序
文
に
よ
る
と
、
当
座
記
さ
れ
た
草
稿
の
内
、
往
還
の
道
中

部
分
だ
け
は
清
書
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
部
分
を
、
安
政

六
年
に
「
板
井
君
」（
未
詳
）
が
、
長
崎
の
地
に
赴
く
の
で
、

参
照
さ
せ
る
た
め
に
編
纂
し
た
も
の
と
い
う
。
ま
た
、
そ
れ
と

は
別
に
長
崎
市
中
で
の
見
聞
を
書
き
留
め
て
い
た
が
、
そ
の
部

分
は
清
書
に
及
ば
ず
、
本
書
に
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
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な
お
、「
此
分
先
書
の
写
。
此
筋
通
行
せ
ず
」
と
前
置
き
し

て
、
そ
の
道
程
を
罫
線
で
囲
ん
だ
部
分
が
五
カ
所
存
在
し
て
い

る
。「
先
書
」
が
何
を
示
す
か
不
明
だ
が
、
当
面
、
罫
線
で
囲

ん
だ
部
分
は
、
嘉
永
七
年
に
英
国
は
通
行
し
な
か
っ
た
も
の
と

推
し
て
お
く
。

　

単
に
、
道
筋
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
英
国
が
見
聞
き
し
た
、

当
時
の
風
俗
・
建
築
・
風
景
・
し
き
た
り
な
ど
、
興
味
深
い
内

容
が
展
開
さ
れ
る
。

注
記

　

加
島
英
国
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
柴
田
実
編
『
北
海
部
郡
教

育
史
』（
一
九
三
二
年
、
北
海
部
郡
教
育
会
）、
臼
杵
市
市
史
編

さ
ん
室
『
臼
杵
市
史
』（
上
）「
第
六
節　

近
世
臼
杵
の
文
化
」

（
一
九
九
〇
年
、
臼
杵
市
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、
本
研
究
は

JSPS

科
研
費
（
課
題
番
号JP18K

00323　

研
究
代
表
者
、
鈴

木
元
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。　

凡
例

一
、
原
本
に
忠
実
に
翻
刻
し
た
が
、
原
則
と
し
て
旧
字
体
は
新

字
体
に
改
め
た
。

一
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
し
た
。

一
、
図
な
ど
省
略
し
た
所
が
あ
る
。

一
、
判
読
不
能
の
箇
所
は
■
で
示
し
た
。

一
、割
り
注
は
〈　

〉
に
よ
り
示
し
、改
行
箇
所
は
／
で
示
し
た
。

　
　

長
崎
道
中
日
記
（
外
題
）

（
内
題
な
し
）

此
書
は
嘉
永
七
甲
寅
如
月
、水
野
筑
後
守
侯
長
崎
御
奉
行
の
時
、

当
藩
よ
り
絵
板
返
達
の
御
使
と
し
て
、
■
禁
天
■
■
至
る
に
又

し
た
が
ひ
て
、
予
と
彼
地
に
趣
く
道
の
日
記
也
。
長
崎
往
返
道

筋
の
事
は
清
書
せ
し
か
ど
も
、
崎
陽
に
到
着
滞
留
中
、
遊
歴
且

見
聞
の
事
は
兼
而
聞
置
候
事
。
又
、
今
般
、
現
に
見
聞
せ
し
事

な
ど
、
道
中
記
草
稿
に
書
留
置
し
と
い
へ
と
も
、
其
後
故
あ
り

て
、
寸
暇
な
く
」（
１
表
）
未
た
清
書
に
及
ば
す
其
侭
捨
置
ぬ
。

此
度
、
板
井
君
の
彼
地
に
趣
玉
ふ
こ
と
、
平
野
君
の
告
あ
り
。

俄
に
取
出
し
、
仮
に
表
紙
を
つ
け
編
て
絵
図
な
と
取
そ
ろ
へ
、

取
敢
す
貴
覧
に
備
ふ
。
他
日
、
暇
の
日
を
得
て
、
長
崎
市
中
見

聞
の
事
と
も
書
加
へ
、
全
備
し
て
ひ
と
ま
き
に
な
さ
ん
と
思
ふ

の
み
。
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安
政
六
未
臘
月
晦
」（
１
裏
）

嘉
永
七
年
甲
寅
二
月
廿
三
日

　
　

 
今
日
壬
辰
の
日
に
し
て
、
今
明
卯
八
刻
、
春
分
二
月
中
之

節
に
入
。
且
、
彼
岸
の
中
日
也
。

 　
　
　
　
　

一 

、廿
三
日　

晴
、後
大
南
風
に
成
。
暖
気
夜
に
入
雨
。
卯
上
刻
、

臼
杵
城
下
、
出
立
。

　
　
　
　
　

　
　

野
津
市　

臼
杵
城
下
よ
り
四
里

　
　

 

巳
刻
に
着
し
、
御
代
官
所
に
休
。

　
　
　

　
　
　

柳
瀬　

虹
澗
橋
小
休
。

　
　
　

　
　
　

杉
馬
場

　
　
　
　

 

馬
場
中
へ
村
役
人
罷
出
、
敷
物
を
儲
、
茶
を
煎
し
差

出
す
。
至
て
丁
寧
也
。

　
　

三
重
市　
〈
野
津
市
よ
り
四
里
。
／
臼
杵
城
下
八
里
。〉

　
　

 

申
刻
過
、
大
庄
屋
多
田
駒
之
丞
宅
泊
。」（
２
表
）

一 

、
廿
四
日　
〈
朝
曇
巳
刻
よ
り
、
追　
　

霧
晴
。
午
刻
後
、
／

晴
天
気
候
も
し
ま
る
。〉

　

卯
刻
、
三
重
市
出
立
。

　
　
　

　
　

玉
田
村

　
　

 

岩
戸
川

　
　
　

 

手
前
は
臼
杵
領
、
川
中
の
堺
に
て
、
向
は
竹
田
領
。
牧

組
柿
木
村
也
。
岩
戸
村
と
申
は
無
之
由
。
往
来
は
、
飛

石
渡
り
。　

公
用
に
付
、
村
役
人
罷
出
、
い
か
だ
二
ツ

に
て
渡
之
。
諸
事
丁
寧
也
。

　
　
　

　
　

柿
木
村　

岡
よ
り
四
里
。
標
石
建
。

　
　
　
　
　

　
　

松
尾
村

　
　
　

此
村
入
口
よ
り
山
庵
は
寅
、
姫
岳
は
寅
卯
に
当
る
由
。

　
　
　
　
　

　
　

牧 

口
村　
〈
三
重
市
よ
り
弐
里
。
／
竹
田
城
下
へ
三
里
。〉

野
尻
川
」（
２
裏
）

　
　
　

 

此
川
幅
壱
丁
余
り
。
冬
よ
り
四
月
八
日
迄
、土
橋
架
る
。

又
、
出
水
の
節
は
渡
り
止
る
由
。

　
　
　

 

上
は
原
尻
の
滝
よ
り
、
此
野
尻
川
に
流
れ
、
末
は
沈
堕

の
瀧
に
落
る
也
。

　
　

野
尻
村
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此
所
よ
り
緒
方
の
津
留
迚
、
広
く
五
千
石
、
五
ヶ
組
の

所
也
。

　
　

井
上
村

　
　
　

右
に
、
禅
宗
、
大
福
寺
。

　
　
　

 
当
二
月
朔
日
よ
り
晦
日
迄
、
大
会
五
祖
録
提
唱
。
肥
後

熊
本
見
性
寺
賜
紫
蘇
山
大
和
尚
の
講
師
也
。
三
月
四
日

よ
り
四
月
四
日
迄
は
、
臼
杵
領
野
津
院
板
屋
村
の
禅
宗

蛾
嵋
山
普
現
寺
に
て
大
会
有
之
由
也
。

　
　
　

左
に
、
知
田
村
を
見
、

　
　
　

右
に
、
八
幡
宮
百
壇
高
し
。

　
　

馬
場
村

　
　

下
自
在
村
」（
３
表
）

　
　

上 

自
在
村　
〈
三
重
市
よ
り
四
里
。
／
大
庄
屋　

森
十
郎

助
〉

　
　
　

 

南
に
緒
方
、原
尻
の
瀧
見
へ
る
。
高
十
間
余
。
幅
広
く
、

沈
堕
の
瀧
に
次
。

　
　
　

 

上
自
在
村
の
下
川
端
に
、緒
方
三
郎
維
基
石
塔
見
へ
る
。

右
に
、
八
幡
宮
百
壇
あ
り
。
前
小
き
仙
石
橋
。

　
　
　
　
　

　
　

大
久
保

　
　
　

右
に
祖
母
山
、
奥
岳
、
片
向
山
見
へ
る
。

　
　

炭
焼

　
　
　
　
　

　
　

片
ヵ
瀬
原

　
　
　

 

古
き
大
木
の
松
あ
り
。
此
所
中
川
侯
馬
責
場
、
且
、
騎

射
馬
場
あ
り
。
文
化
年
中
、岡
藩
中
志
水
雲
四
郎
元
古
、

騎
射
の
衰
を
嘆
き
、
再
興
せ
し
事
実
を
石
に
記
せ
し
あ

り
。　
　

　
　
　

馬
場
長
、
百
弐
十
間
、
幅
六
間
。

　
　
　

左
右
に
桜
を
多
く
植
た
り
。

　
　
　

此
所
よ
り
、
姫
岳
寅
卯
之
間
に
見
ゆ
。」（
３
裏
）

　
　

片 

ヵ
瀬
村　
〈
上
自
在
よ
り
壱
里
半
。
／
大
庄
屋　

児
玉

虎
三
郎
〉

　
　
　

午
刻
に
着
。

　
　
　

当
村
よ
り
、
岡
御
城
能
見
へ
る
。

　
　
　
　

　
　
　

ぬ
め
り
瀬
川

　
　
　
　

板
橋
架
る
。
長
弐
拾
間
余
、
幅
弐
間
。

　
　
　
　
　

　
　
　

ぬ
め
り
瀬
坂

　
　
　
　

 

至
て
急
成
坂
に
て
、
御
城
へ
登
る
。
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岡
城
下　
　
　
　
　
　

片
ヵ
瀬
よ
り
壱
里
。

　
　
　

 

豊
後
大
野
郡
岡
城
主
、
中
川
修
理
大
夫
侯
御
城
下
に
し

て
、
一
名
竹
田
と
も
い
ふ
。
御
高
は
七
万
四
百
四
拾
石

余
、
柳
間
〈
江
戸
よ
り
／
二
百
七
十
一
里
十
二
丁
〉、

臼
杵
よ
り
拾
三
里
、
三
重
市
よ
り
五
里
、
片
か
瀬
よ
り

壱
里
。
岡
城
は
、
左
右
に
ぬ
め
り
瀬
川
と
七
里
川
と
い

ふ
あ
り
て
、
城
は
其
中
に
あ
り
。
ぬ
め
り
瀬
坂
よ
り
登

て
大
手
御
門
前
を
通
る
。
城
地
高
く
し
て
、
本
丸
に
三

重
の
天
守
、
雲
に
聳
へ
て
至
て
高
く
、
裏
方
下
原
御
門

と
て
、
御
蔵
も
見
へ
て
」（
４
表
）
其
中
に
、
静
嶽
大

明
神
と
て
御
先
祖
の
中
川
瀬
兵
衛
尉
清
秀
侯
を
祭
る
社

あ
り
と
い
ふ
。
大
手
御
門
下
よ
り
惣
役
所
前
通
、
侍
小

路
、
長
臣
中
川
平
右
衛
門
殿
屋
鋪
あ
り
。
御
成
門
、
表

門
に
は
定
紋
二
つ
見
へ
、
其
関
中
切
石
見
込
、
宜
打
廻

り
て
、
通
用
門
あ
り
。
又
、
打
廻
り
て
七
里
川
筋
に
物

見
あ
り
。
一
構
の
屋
鋪
也
。
其
続
の
川
下
に
学
校
あ
り
。

中
川
玄
番
屋
鋪
を
其
侭
学
校
に
せ
し
由
也
。

　
　
　
　

七
里
川　

板
橋　

帳
〈
十
四
五
間
／
一
間
半
〉

　
　
　

此
橋ハ
シ
を
渡
り
、
向
に
ニ

禅
宗
永
雄
寺
一

、
御
米
蔵
。
夫
よ

　
　
　

り
川
端
に
馬
場
あ
り
て
、
中
川
侯
御
菩
提
所
、
禅
宗
龍

　
　
　

護
山
碧
雲
寺
、
門
内
至
て
広
く
、
松
林
の
中
に
本
堂
、

　
　
　

額
は
碧
雲
寺
と
あ
り
。
堂
の
左
右
抱
柏
の
彫
紋
を
懸
た

　
　
　

り
。
箱
玄
関
唐
破
風
、
山
手
に
御
霊
屋
社
造
り
、
見
付

　
　
　

に
高
横
に
四
つ
あ
り
、
庫
裡
は
萱
葺
也
。
又
、
七
里
川

　
　
　

を
渡
り
下
町
通
本
町
、
宮
津
や
、
加
嶋
や
の
前
通
り
、

　
　
　

真
宗
」（
４
裏
）
西
光
寺
脇
よ
り
登
り
、切
通
し
に
な
る
。

　
　
　

下
町
通
り
見
返
れ
は
、
弥
五
兵
衛
坂
と
て
山
の
端
に
時

　
　
　

鐘
堂
あ
り
。
町
屋
下
内
に
見
ゆ
る
。
鴉
ケ
嶽
の
山
手
を

　
　
　

下
り
、
左
右
墓
所
あ
り
。

　
　
　
　

山
手
河
原

　
　
　

土
橋
あ
り
。
川
端
に
芝
居
床
あ
り
。
角
力
場
あ
り
。

　
　
　
　

あ
ぞ
う
川

　
　
　

 

土
橋
あ
り
。
右
に
中
川
侯
御
茶
や
。
杉
垣
見
へ
、
中
に

池
あ
り
。
三
角
造
り
の
数
寄
屋
な
ど
見
へ
て
、
花
火
御

遊
覧
之
所
と
い
ふ
。

　
　
　

 

岡
の
町
は
町
幅
広
く
、
そ
ぎ
ぶ
き
等
打
交
に
て
、
近
年

大
火
後
の
事
に
付
、
惣
体
新
宅
に
し
て
奇
麗
也
。
魚
町

に
は
諸
魚
多
く
、
中　
　

繁
昌
の
地
也
。

　
　
　

岡
御
城
中
は
太
鼓
町
は
時
鐘
也
。

　
　
　

岡
領
は
三
十
六
丁
壱
里
也
。」（
５
表
）

　
　

玉
来　
〈
竹
田
よ
り
壱
里
／
大
庄
屋　

大
津
重
兵
衛
〉

　
　
　

 
一
筋
町
に
し
て
道
幅
広
く
家
員
百
軒
余
、
竹
田
の
町
よ
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り
も
此
所
く
つ
ろ
ぎ
た
り
。
左
の
方
に
富
家
あ
り
。
松

屋
矢
野
勘
三
郎
質
店
に
て
、
七
十
人
扶
持
は
代
々
、
弐

拾
人
扶
持
は
一
代
限
り
。
合
九
十
人
扶
持
。
浪
人
格
之

由
。
其
隣
に
松
屋
矢
野
勘
吾
薬
種
店
也
。
向
ひ
に
、
松

屋
善
十
郎
と
い
ふ
別
家
あ
り
。
小
間
物
店
に
し
て
、
門

に
松
を
植
た
り
。
三
家
共
、
家
の
紋
、
丸
之
内
五
枚
笹

也
。
未
刻
、
此
宿
シ
ユ
ク
之
休
〈
岡
領
城
下
よ
り
三
里
四
方

造
酒
を
／
禁
ず
。
よ
つ
て
玉
来
の
富
家
造
酒
／
な
し
と

聞
〉。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

君
か
園

　
　

穴
井
迫　

八
幡
宮
あ
り

　
　

戸
上

　
　

菅
生
原

　
　
　

此
原
至
て
広
く
、
諸
方
能
見
へ
る
。
中
に
も
臼
杵
の
山

　
　
　
　
　

。

　
　
　
　

姫
岳　

寅
卯
間　
　

山
庵　

寅
」（
５
裏
）

　
　
　
　

岡
城　

丑
寅
間　
　

片
ヶ
瀬
松　

寅

　
　
　
　

阿
蘇
山　

申　
　
　

久
住
山　

子

　
　
　
　

祖
母
山　

巳

　
　
　
　
　

 

祖
母
山
の
嶺
に
祖
母
大
明
神
社
有
。
日
向
、肥
後
、

豊
後
三
国
の
境
に
し
て
、菅
生
村
よ
り
麓
迄
五
里
。

麓
よ
り
峯
へ
三
里
。

　
　
　

 

此
菅
生
原
、
両
方
の
畑
地
は
高
く
、
中
の
道
は
極
卑
く

し
て
、
道
よ
り
は
左
右
を
見
る
事
な
り
か
た
く
、
両
側

の
上
に
上
れ
は
、
遠
見
自
由
也
。

　
　

菅
生
村　
〈
玉
来
よ
り
弐
里
半
／
大
庄
屋　

堀
源
左
衛
門
〉

　
　
　

 

此
辺
竹
田
在
に
し
て
極
辺
鄙
也
。
土
地
甚
高
、
極
寒
の

地
也
。
梅
の
花
漸
盛
。

　
　
　

 

申
半
刻
過
、
当
村
に
着
。
大
庄
屋
宅普

差請

閊
に
付
、
同
村

小
太
郎
宅
へ
泊
。

　
　
　

此
村
、
家
毎
に
屋
鋪
四
方
、
杉
を
植
て
風
を
防
く
。

一
、
廿
五
日　

晴
。

　

 

卯
刻
過
、
朝
霜
を
踏
分
て
出
立
。
廿
四
五
丁
行
、
右
に
田
代

村
を
見
る
。
往
来
に
高
札
有
之
。
夫
よ
り
」（
６
表
）
十
丁

程
行
て
、
堺
の
谷
と
い
ふ
所
に
至
。

　
　
　

従
是
西　
　

細
川
越
中
守
領
分

　
　
　
　
　
　
　

従
是
東　

中
川
修
理
大
夫
領
分

　

境
の
棒
木
建
之
。
肥
後
領
の
方
に
は
、
出
店
壱
軒
有
之
。
笹

　

倉
之
内
之
由
。
夫
よ
り
原
中
を
一
里
行
。
千
人
墓
と
て
百
人

　

宛
の
墓
十
あ
り
。

　

○
此
辺
極
寒
の
地
な
れ
と
も
、
波
野
原
南
向
暖
成
所
へ
は
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福
寿
草
生
へ
た
り
。

　
　

し
う
と
の

　
　
　

此
所
よ
り
直
く
行
は
笹
倉
に
出
る
。

　
　
　

 
左
手
に
行
は
坂
上
へ
直
に
出
る
。
半
道
近
き
由
に
付
、

我
輩
は
近
道
に
行
。

　
　
　
　

笹
倉　

菅
生
よ
り
弐
里
半

　
　
　

 

此
所
、
店
家
数
々
、
細
川
侯
御
休
所
有
之
。
夫
よ
り
壱

里
行
て
、
左
の
方
、
小
屋
壱
軒
あ
り
。
中
侍
に
、
熊
本

よ
り
拾
四
里
之
棒
木
建
之
。

　
　

坂サ
カ
ノ
ウ
ヘ上 〈
笹
倉
よ
り
壱
里
半
／
坂
梨
へ
半
道
〉

　
　
　

出
店
二
三
軒
有
。

　
　
　

此
辺
、
波
野
原
と
て
至
て
広
き
所
也
。」（
６
裏
）
菅
生

　
　
　

村
よ
り
笹
倉
坂
の
上ウ
へ
の
土
地
極
高
く
、
寒
気
も
別
し
て

　
　
　

厳
敷
、
梅
の
花
、
此
比
漸
開
位
の
所
、
此
坂
の
上
よ
り

　
　
　

坂
梨
へ
下
る
と
追　
　

暖
気
に
成
。
阿
蘇
谷
を
過
、
二

　
　
　

重
の
峠
を
越
て
、
熊
本
に
近
寄
と
大
に
暖
に
相
成
候
由

　
　
　

也
。

　
　
　

笹
倉
坂
の
上
へ
出
る
と
肥
後
侯
往
来
の
道
筋
に
し
て
道

　
　
　

幅
広
く
、
並
木
道
造
至
て
奇キ
レ
イ麗
。
誠
に
大
国
の
道
中
と

　
　
　

思
わ
る
。

　
　

坂 

梨
の
坂　
〈
上

た
き
む
ろ
坂　
中

か
ま
わ
り
坂
／
極
能
所

也
〉

　
　
　

 

世
俗
に
い
ふ
大
坂
に
坂
な
し
、
坂
梨
に
坂
あ
り
と
て
、

殊
の
外
急
な
る
坂
也
。
我
輩
、
下
り
ゆ
へ
左
程
に
は
思

は
さ
れ
と
も
、
肥
後
の
方
よ
り
此
坂
を
登
ら
は
、
嘸
か

し
と
思
ひ
や
ら
る
。
東
海
道
中
相
州
箱
根
を
通
る
俤
あ

り
。

　
　

 

此
辺
坂
梨
人
参
を
産
す
。

　

坂 

梨　
〈
菅
生
よ
り
四
里
半
／
笹
倉
よ
り
弐
里
／
惣
庄
屋　

渡
辺
根子

八
郎
〉

　
　

巳
半
刻
に
着
。」（
７
表
）

　
　

 

此
宿
、
町
之
長
さ
七
八
丁
も
可
有
之
。
町
の
中
に
突
上
ヶ

木
戸
番
所
有
之
。
長
崎
へ
罷
越
候
段
、
相
改
子
細
無
之
。

右
に
細
川
侯
御
茶
屋
あ
り
。
其
並
ひ
に
富
家
あ
り
。
虎
屋

亀
蔵
三
階
居
蔵
造
り
の
立
派
の
新
宅
あ
り
。
左
に
会
所
あ

り
。
此
所
人
馬
継
立
所
也
。
町
迦
よ
り
十
五
六
丁
行
。
右

阿
蘇
の
宮
道
と
追
分
有
之
。
此
所
よ
り
阿
蘇
宮
へ
八
九
丁

有
之
。

　
　

 

宮
地　

村
数
あ
り
。
家
員
も
多
し
。

　
　

 
阿
蘇
宮　

宮
地
に
あ
り

　
　
　
　

 
前
に
川
の
流
あ
り
。
本
社
は
東
向
に
し
て
、
神
門
廻
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廊
厳
重
也
。
本
社
両
社
並
ひ
て
、
一
の
宮
よ
り
五
の

宮
の
額
あ
り
。
左
右
に
て
十
社
跡
へ
退
き
て
一
社
あ

り
。
是
に
額
か
ゝ
る
。
二
社
合
て
十
二
の
宮
と
聞
。

南
の
方
に
大
宮
司
の
宅
あ
り
。
中
納
言
友
成
の
末
裔

に
し
て
、
昔
は
三
十
五
万
石
も
領
し
た
り
し
が
、
今

は
肥
後
侯
よ
り
三
百
石
の
寄
附
之
由
。
此
宮
地
の
神

事
は
六
月
廿
四
日
也
。

　
　
　
　

 

阿
蘇
山
は
左
の
方
に
見
へ
て
、
猫
嶽
に
隣
る
。」（
７

裏
）
阿
蘇
山
の
西
方
の
峰
に
新
地
嶽
と
て
、
殊
之
外

煙
立
。
此
春
よ
り
は
、
別
し
て
御
山
荒
れ
て
、
既
に

今
日
な
ど
、
よ
な
と
申
て
硫
黄
の
煙
か
す
降
。
実
に

霧
の
降
が
こ
と
し
。

　
　
　
　

 

去
嘉
永
六
丑
冬
、
阿
蘇
大
宮
司
殿
三
男
大
里
時
、
千

代
殿
、
肥
後
熊
本
藩
中
松
野
亘
殿
三
千
石
、
養
子
に

御
引
越
之
由
。

　
　
　
　
　

シ
ウ
ト
村

　
　
　
　
　

役
人
原
村
に
霜
宮
と
い
ふ
有
。往
来
よ
り
三
丁
程
。

　
　
　

今
町
村

　
　
　

黒
流
村

　
　
　
　
　

手
摺
付
の
土
橋
あ
り
。

　
　
　
　
　

暫
行
と
杉
馬
場
。

　
　
　
　
　

　
　
　

阿
蘇
谷
は
、
四
方
山
続
に
て
、
山
に
て
包
た
る

　
　
　

谷
也
。
二
重
の
峠
が
切
レ
と
の
由
。

　
　
　

阿
蘇
谷　

惣
庄
屋
二
人　

渡
部
根
八
郎
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
林
之
助
。

　
　

内
牧　

坂
梨
よ
り
三
里

　
　
　

 

此
駅
内
拾
五
六
丁
も
可
有
之
。
駅
中
に
、
細
川
侯
御
茶

屋
、
右
に
有
之
。
肥
後
に
通
り
候
は
、
坂
梨
よ
り
」（
８

表
）
坊
中
町
弐
里
、
夫
よ
り
二
重
之
峠
通
り
に
候
へ
は
、

　
　
　

壱
里
近
き
よ
し
。

　
　
　

未
刻
此
駅
に
休
。

　
　
　

 

内
牧
宿
迦
れ
に
、
八
幡
社
有
。
橋
を
渡
。
熊
本
よ
り
十

里
之
棒
木
有
此
。
道
の
傍
に
亀
石
と
い
ふ
有
。
左
の
道

下
に
無
田
有
。
阿
蘇
大
明
神
之
裏
、
千
丁
無
田
迚
、
至

て
広
し
。
川
を
隔
、
向
に
前
千
丁
無
田
と
て
見
ゆ
る
。

或
東
千
丁
、
西
千
丁
と
も
い
ふ
。
凡
、
阿
蘇
谷
中
に

四
十
八
石
有
之
由
。
此
阿
蘇
谷
川
筋
を
黒
川
と
い
ふ
。

阿
蘇
の
南
郷
よ
り
出
る
川
を
白
川
と
い
ふ
由
。
白
川
は

名
所
方
角
抄
に
も
見
へ
た
り
。
右
、
黒
川
を
は
、
な
ま

づ
川
と
も
い
ふ
。

　
　
　

 
阿
蘇
山
本
宮
へ
参
詣
は
、
坊
中
町
よ
り
六
十
丁
程
登
山
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之
由
。
本
宮
よ
り
御
池
迄
、
十
六
七
丁
程
有
之
。
御
池

よ
り
湯
の
谷
と
申
所
へ
壱
里
之
由
。
温
泉
有
之
。
熊
本

辺
よ
り
は
入
湯
も
致
候
由
。
止
宿
に
は
恰
好
不
宜
。
乍

去
、
坊
中
町
昼
時
分
よ
り
出
立
、
登
山
候
得
は
湯
の
谷

迄
、
漸
々
行
程
」（
８
裏
）
の
由
、
右
阿
蘇
山
よ
り
南

の
方
の
谷
を
南
郷
と
申
。
阿
蘇
よ
り
北
の
方
、
坂
梨
、

内
の
牧
辺
を
阿
蘇
谷
と
申
。
右
両
谷
に
て
、
弐
万
八
千

石
と
申
候
へ
共
、
新
田
多
き
所
に
て
、
御
年
貢
は
四
万

石
余
も
納
候
由
。
右
、
阿
蘇
本
宮
へ
参
詣
登
山
に
候
へ

は
、
湯
谷
よ
り
南
郷
通
り
大
津
へ
出
候
方
、
便
利
宜
き

よ
し
。
尤
、
二
重
之
峠
を
不
越
、
直
に
大
津
の
宿
に
出

候
て
、
山
越
は
軽
き
よ
し
。
乍
去サ
リ
、
小
石
数
々
の
道
筋

に
て
通
行
難
義
の
よ
し
。

　
　
　

刈
尾
村　

出
店
三
四
軒
有
之
。

　
　
　
　

此
村
手
前
に
熊
本
よ
り
九
里
之
棒
木
建
之
。

　
　
　

産
ノ
小
屋　

出
店
有
之
。

　
　
　

 

此
間
、
的
石
村
手
前
道
上
山
中
に
的
石
あ
り
。
阿
蘇
明

神
と
へ
ん
嶽
よ
り
弓
を
放
ち
玉
ひ
し
的
石
也
。
暫
行
、

夫
婦
石
と
い
ふ
有
。
是
も
四
十
八
石
の
内
之
由
。」（
９

表
）

　
　
　

的
石
村

　
　
　

坂
の
下　

内
牧
よ
り
弐
里
。
茶
や
数
々
有
之
。

　
　
　

二フ
タ
エ
ノ重
峠

　
　
　
　

 

峠
に
家
壱
軒
有
。
細
川
侯
御
駕
置
場
も
有
之
。
此
所

よ
り
肥
後
国
は
勿
論
、
天
草
、
肥
前
地
、
雲
仙
嶽
等
、

相
見
眺
望
無
限
。
坂
下
よ
り
登
り
、
古
道
は
右
手
、

新
道
迚
、
近
年
新
開
の
二
重
の
峠
左
手
の
腰
を
廻
り

て
登
る
。
新
道
出
来
、
桜
の
木
を
多
く
植
た
り
。
道

宜
し
き
ゆ
へ
、
只
今
に
て
は
古
道
を
行
人
な
く
、
皆

新
道
往
来
と
成
。
峠
よ
り
十
丁
程
下
り
、
熊
本
よ
り

七
里
之
棒
木
建
之
。

　
　
　

中
茶
屋　

四
五
軒
。

　
　
　

方
里
か
谷　

茶
や
三
軒
。

　
　
　

天
堤　

同
三
軒
」（
９
裏
）

　
　
　
　

 

此
所
よ
り
杉
馬
場
始
暫
行
て
、
熊
本
よ
り
六
里
之
棒

木
建
之
。

　
　
　

　
　
　

高
尾
野　

茶
屋
七
八
軒

　
　
　

　
　

大ヲ
ヽ
ヅ津
駅　

内
牧
よ
り
五
里
。

　
　
　

 
此
町
の
入
口
に
行
程
、
四
五
拾
間
程
、
桜
馬
場
有
之
。
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駅
の
長
サ
凡
弐
拾
丁
余
も
有
之
。
人
家
凡
三
百
余
も
有

之
由
。
左
に
細
川
侯
御
蔵
所
、
且
、
御
陣
屋
并
惣
庄
屋

之
会
所
、
人
馬
会
所
等
有
之
。

　
　
　

 
今
日
は
、
二
重
の
峠
を
越
と
日
暮
候
て
、
漸
戌
刻
過
大

津
出
迦
木
戸
の
外
、
友
町
蔵
屋
勘
兵
衛
（
清
吉
ト
モ
―

左
に
傍
記
）
宅
泊
。
今
日
道
法
十
三
里
余
。

一
、
廿
六
日　

快
晴
、
春
霞
暖
気
。

　

 

卯
上
刻
大
津
駅
出
立
。
大
津
宿
迦
よ
り
行
程
十
四
五
丁
程
、

桜
馬
場
あ
り
。
此
地
暖
気
の
所
か
、」（
10
表
）
桜
も
咲
出
、

日
の
出
に
花
の
色
の
う
る
は
し
さ
を
詠
つ
ゝ
行
通
ふ
。
旅
地

の
面
白
さ
、
た
と
へ
ん
か
た
な
し
。
登
行
て
杉
馬
場
に
成
。

道
幅
五
六
間
、
或
は
七
八
間
。
此
馬
場
は
両
側
卑
き
ゆ
へ
、

四
方
の
詠
も
出
来
て
鬱
散
せ
り
。
昨
日
の
通
り
せ
し
天
堤
よ

り
大
津
迄
の
杉
馬
場
は
、
両
側
至
て
高
き
ゆ
へ
、
脇
目
も
出

来
ず
。
う
ち
く
も
り
た
る
所
を
夜
道
に
通
り
た
る
ゆ
へ
、
別

し
て
鬱
陶
敷
草
臥
し
か
、
今
朝
は
き
の
ふ
に
引
替
て
、
四
方

の
詠
に
心
地
よ
く
行
通
ひ
ぬ
。
杉
馬
場
長
十
五
六
丁
行
。

　

南
方
村

　

枯
木
の
町　

大
津
よ
り
壱
里
。

　
　

 

此
町
手
前
に
熊
本
よ
り
四
里
の
棒
木
建
之
。
此
町
内
左
の

方
、
大
原
之
神
社
有
之
。　
　

　

大
久
保　

大
津
よ
り
弐
里
半
。

　
　

 

此
所
茶
屋
三
軒
有
。
十
丁
程
手
前
に
熊
本
よ
り
三
里
之
棒

木
建
之
。

　

小
坂
村
」（
10
裏
）

　
　

此
間
熊
本
よ
り
弐
里
之
棒
木
建
之
。

　

上
立
田
村
之
内

　

阿
蘇
三
の
宮

　
　

宮
前
茶
屋
三
軒
有
之
。

　

 

今
日
、
此
街
道
に
て
大
津
駅
御
蔵
よ
り
熊
本
御
城
中
へ
運
送

す
る
御
年
貢
米
の
馬
、
五
里
の
間
打
続
し
に
逢
ふ
。
其
馬
多

く
女
馬
と
見
へ
て
、
壱
人
に
て
四
五
疋
宛
繫
き
て
是
を
引
。

三
斗　
　

俵
弐
俵
宛
竪
に
つ
け
た
り
。
間
に
横
つ
け
に
し
た

る
は
私
の
売
米
之
由
也
。
誠
に
夥
敷
馬
の
数
に
て
、
往
来
も

難
出
来
程
の
事
也
。
朝
よ
り
昼
迄
は
熊
本
を
さ
し
て
出
。
昼

後
よ
り
は
大
津
の
方
へ
群
て
帰
る
事
に
て
、
流
石
大
国
の
事

は
、
目
の
覚
た
る
事
共
也
。
肥
後
よ
り
西
の
方
、
肥
前
、
両

筑
、
豊
前
迄
も
馬
に
荷
の
つ
け
か
た
、
米
、
薪
、
其
外
多
く

は
竪
つ
け
也
。
臼
杵
は
横
つ
け
の
所
ゆ
へ
、
竪
つ
け
は
珍
ら

し
。
肥
後
領
は
、
冬
分
最
寄　
　

に
御
年
貢
取
集
置
、
春
に
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い
た
り
て
御
城
中
の
」（
11
表
）
御
蔵
に
御
引
移
之
由
。
諸

方
よ
り
嘸
々
夥
敷
事
と
思
は
る
。

　

三
軒
茶
屋

　
　

 
熊
本
札
の
辻
よ
り
壱
里
の
棒
木
建
之
。
此
所
よ
り
弐
三
丁

行
て
、
細
川
侯
御
菩
提
所
、
禅
宗
泰
勝
寺
あ
り
。
門
前
道

よ
り
右
手
也
。
此
本
門
に
向
ひ
行
程
三
丁
余
り
、
杉
桜
馬

場
あ
り
。
此
所
を
立
田
口
と
い
ふ
由
、
此
泰
勝
寺
、
山
号

龍
田
山
と
申
。
方
丈
庫
裡
、
山
手
林
の
中
に
遠
見
。
奇
麗

に
見
ゆ
る
。

　
　
　
　

熊
本
城
下　

大
津
よ
り
五
里
。

　

 

肥
後
国
飽
田
郡
熊
本
城
主
細
川
越
中
守
侯
御
城
下
、
御
高
五

拾
四
万
石
〈
大
広
間
／
江
戸
よ
り
〉。」（
11
裏
）

　

坪
井
町

　
　

観
音
橋　

観
音
坂

　

京
町

　
　

 

氏
家
甚
左
衛
門
屋
鋪
前
通
。
此
氏
家
は
、
美
濃
三
人
衆
末    

流
之
由
。
知
行
三
千
石
。

　

新
堀
御
門
よ
り
入

　
　

 

百
間
石
垣
之
下
、
下
津
久
馬
郡
氏
、
平
野
氏
、
前
通
二
の

丸
御
門
を
入
。
左
に
長
岡
左
仲
、
小
笠
原
美
濃
知
行
六
千

石
。
尤
、
新
堀
御
門
よ
り
入
。
左
に
埋
み
門
有
之
。
此
内

に
入
候
段
、
六
ヶ
敷
由
。
此
御
門
内
に
入
候
得
は
、
大
手

の
前
を
通
り
、
御
花
畑
も
遠
見
被
致
候
よ
し
。
鶴
崎
と
か

佐
賀
関
の
者
と
申
候
へ
は
、通
り
候
て
も
咎
無
之
哉
之
由
。

　
　

右
二
の
丸
御
門
を
入
。
長
岡
竪
物
、

　
　

 

溝
口
氏
、
田
中
氏
、
住
江
氏
、
前
通
か
ぶ
き
御
門
よ
り
出
。

小
笠
原
美
濃
門
前
通
、
法
心
坂
御
門
よ
り
出
、
札
の
辻
、

夫
よ
り
新
町
通
三
条
目
。」（
12
表
）
御
門
よ
り
出
、
此
御

門
内
人
馬
会
所
有
之
。　
　

　
　

新
町
二
丁
目　

松
原
屋
英
次
郎　

泊
。

　
　

 

午
刻
右
之
宅
へ
着
。
昼
食
事
致
し
、
案
内
者
相
被
任
。
此

仁
六
十
有
余
の
老
人
に
し
て
案
内
。

　
　

 

未
刻
よ
り
熊
本
見
物
。職
人
町
通
、札
の
辻
、広
小
路
に
出
、

薬
師
坂
よ
り
上
る
。
左
側
、
高
山
氏
、
島
氏
屋
敷
前
通
り
。

　

藤
崎
八
幡
宮

　
　

熊
本
宗
廟　

御
祈
願
所　

社
領
八
百
石

　
　
　

大
宮
司　

従
五
位
下　

行
藤
但
馬
守

　
　
　

社
僧　
　
　
　
　
　
　

神
宮
寺

　
　

御
紋
所　

下
り
藤
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此
社
は
九
百
年
余
に
相
成
候
由
。
先
年
、勅
使
下
向
之
節
、

馬
の
鞭
藤
を
土
中
に
さ
し
け
る
時
、
其
藤
よ
り
枝
葉
生
出

て
、
今
盛
之
よ
し
。
其
外
藤
の
棚
も
有
之
。
清
正
公
、
朝

鮮
征
伐
の
時
も
御
祈
願
の
由
。」（
12
裏
）

　
　

前
に
楼
門
あ
り
。
本
社
は
檜
皮
葺
。
惣
朱
塗
也
。

　
　

本
社
の
右
に
石
碑
建
。
松
の
古
木
の
下
に
、

　
　
　

子
の
日
松

　
　
　
　
　

肥
後
守
清
原
元
輔
朝
臣

　
　

藤
崎
の
簷
の
巌
に
生
る
松
の

　
　
　

い
ま
い
く
千
代
の
子
の
日
す
く
さ
む

　
　

 

本
社
よ
り
下
に
六
所
大
明
神
の
社
あ
り
。
夫
よ
り
小
き
木

戸
を
出
、
杉
馬
場
通
り
左
に
谷
山
村
を
見
、
陣
橋
を
渡
り
、

右
手
の
山
の
端
に
浜
丁
様
と
申
御
隠
居
被
為
入
候
。
御
殿

高
く
相
見
へ
、
表
御
門
は
古
京
町
也
。

　
　

右
、
陣
橋
よ
り
桜
馬
場
有
之
。
左
右
此
所
田
畑
。

　
　

 

向
ひ
山
手
の
麓
、槙
崎
村
に
入
。
長
岡
内
膳
殿
屋
鋪
あ
り
。

御
家
門
也
。
此
屋
敷
、
今
の
浜
丁
御
殿
に
あ
り
し
を
、
此

槙
崎
に
」（
13
表
）
移
し
て
、
跡
に
浜
丁
御
殿
御
立
被
成

候
由
。

　
　

　

本
妙
寺　
　

  

槙
崎
村
の
山
手
に
有
。

　
　

日
蓮
宗  

発ホ
ツ
セ
ウ星
山
本
妙
寺

　
　

入
口
燈
籠
見
事
也
。
文
政
六
未
三
月
、

　
　

御
花
畑
内
維
女
と
有
之
。
向
に
下
馬
札
石
に
て
建
之
。　

　
　

馬
建
も
有
之
。
左
に
取
、
門
に
入
。

　
　

門
の
額　

発
星
山

　
　

 

此
門
の
右
に
番
所
、
門
内
よ
り
本
殿
迄
八
丁
之
由
。
此
内

五
丁
程
は
直
道
を
行
。
石
壇
を
上
り
、
又
、
弐
丁
程
行
。

右
七
丁
程
は
桜
馬
場
。

　
　
　

 

今
日
、
彼
岸
の
結
願
に
て
、
両
側
の
桜
花
満
開
に
し
て
、

折
し
も
春
秋
二
度
の
千
部
経
執
行
中
な
れ
は
、
熊
本
よ

り
貴
賤
の
参
詣
多
く
、
い
と
賑
や
か
な
り
。

　
　

 

両
側
塔
頭
、十
軒
余
有
。
右
桜
馬
場
を
過
、本
門
迄
、石
壇
。

此
石
壇
の
始
め
に
唐
金
の
獅
子
の
香
炉
弐
尺
に
、四
尺
位
」

（
13
裏
）
石
壇
の
左
右
に
御
影
之
石
の
玉
垣
。
此
石
夫
々

に
施
主
の
名
前
彫
刻
す
。
本
門
の
傍
に
小
門
有
之
。
何
も

赤
金
葺
。
本
門
の
傍
に
蓮
形
唐
金
之
水
鉢
有
之
。
四
尺
に

六
尺
位
之
石
鉢
之
中
に
有
之
。
蓮
葉
よ
り
流
れ
出
、
石
鉢

よ
り
又
々
蓮
葉
に
水
相
廻
候
様
拵
有
之
哉
と
存
。
此
水
鉢

に
蛇
目
の
金
紋
有
之
。

　
　

 
水
鉢
之
近
辺
に
茶
や
有
。
田
楽
飯
有
之
。
且
、
手
前
石
壇
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此
処
よ
り
御
守
御
影
等
差
出
す
。

　
　
　

並
の
守
は
十
二
銅
。

　
　

 

本
妙
寺
は
本
門
を
出
、
石
壇
の
麓
に
あ
り
。
本
堂
至
て
、

多
く
惣
板
敷
。
参
詣
之
節
は
右
側
也
。
本
門
、
庫
裏
門
、

弐
つ
有
之
。」（
14
裏
）
祖
師
堂
、
鐘
楼
、
番
神
堂
、
七
面

大
明
神
、
方
丈
等
、
数
々
有
之
大
地
也
。
本
堂
は
南
向
也
。

　
　
　
　
　
（
略
絵
図
あ
り
。
省
略
）　　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
15
表
）

　
　

 

本
妙
寺
、
清
正
公
参
詣
相
済
、
夫
よ
り
又
熊
本
城
下
に
帰

り
、
今
京
町
通
り
。

　
　
　

今
京
町　

八
百
屋
嘉
次
郎

　
　
　
　

 

此
旅
宿
、当
時
手
広
に
て
間
口
も
広
く
間
敷
も
有
之
。

臼
杵
家
中
を
始
、
町
在
清
正
公
参
詣
の
人
多
く
、
此

家
に
泊
る
。
尤
、清
正
公
参
詣
に
便
利
宜
故
の
事
也
。

　
　
　
　

此
宿
よ
り
清
正
公
へ
十
三
丁
有
之
由
。

　
　

 

夫
よ
り
広
丁
か
み
な
り
伊
勢
屋
向
は
小
原
や
。
又
、
上
行

寺
町
の
方
へ
は
、河
内
屋
と
て
熊
本
第
一
の
豪
富
有
之
由
。

知
行
九
百
九
十
九
石
。

　
京
町 

瀬
戸
坂
に
は
阿
蘇
大
宮
司
の
装
束
屋
鋪
、
其
下
に
大
友
家

の
松
野
亘
殿
屋
鋪
あ
り
。
三
木
の
紋
長
屋
門
、
此
両
家
は

萱
葺
に
し
て
至
て
麁
宅
也
。

の
下
に
も
茶
や
四
五
軒
、
釈
迦
堂
之
前
、
七
字
名
号
大
成

石
、
且
、
九
輪
之
塔
も
有
之
。
是
に
も
七
字
之
題
目
あ
り
。

　
　

清
正
公
御
廟
堂
〈
東
向
／
四
間
に
六
間
／
朱
の
玉
垣
〉

　
　
　

玉
垣
の
内
に
馬
脳
石
燈
籠
有
之
。

　
　
　

堂
前
、
花
立
筒
の
石
一
対
。
八
代
自
嶋
石
也
。

　
　

 

中
央
の
額
清
正
公
大
神
儀

　
　
　
　
　
　

清
の
嘉
慶
年
中
書
也
。

　
　

拝
殿 　

三
間
に
六
間

　
　
　

額　

浄
池
院
と
あ
り
」（
14
表
）

　
　

此
拝
殿
の
前
に
左
右
大
釜
二
つ
あ
り
。
蛇
目
紋
と
用
水
の

　
　

文
字
滅
金
に
て
記
し
有
之
。
此
左
右
に
唐
銅
之
燈
籠
、且
、

　
　

唐
金
之
獅
子
之
香
炉
も
有
。

　
　

本
廟
の
左
右
、
瓦
ぶ
き
小
堂
あ
り
。

　
　
　

右
は　
　

大
木
氏
先
祖
の
墓
と
い
ふ
。

　
　
　

左
は　
　

唐
人
の
墓
と
い
ふ
。

　
　

本
廟
の
傍
に
大
名
の
碑
銘
建
之
。

　
　
　
　
　
　
（
図
略
）

　
　
　
　
　
　
　

一
名

　
　
　

木
維
善
撰　
　
〈
高
三
間
／
幅
一
間
半
〉

　
　

絵
間
堂　

三
間
に
六
間

　
　

僧
衆
請
所
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上
通
り
丁
に
は
、
可
児
才
蔵
の
末
、
貴
田
孫
衛
の
末
、

　
　

 

御
天
守
下
通
丁
、
御
馬
屋
橋
の
左
右
に
は
、
三
千
石
、
尾

藤
金
左
衛
門
〈
右
手
／
也
〉、
有
吉
の
別
家
、
有
吉
市
郎

兵
衛
〈
左
手
／
也
〉。

　
　

御
天
守
下
御
堀　

大
手
御
門
は
西
に
あ
り
。」（
15
裏
）

　
　

 

御
天
守　

五
重
櫓
に
し
て
西
の
方
に
付
出
し
あ
り
。
此
所

に
、
加
藤
肥
後
守
藤
原
清
正
公
、
御
存
生
中
、
御
手
づ
か

ら
彫
刻
せ
し
木
像
鎮
座
ま
し
ま
す
由
。此
威
光
に
よ
つ
て
、

当
太
守
細
川
侯
御
城
中
の
御
住
居
出
来
が
た
く
、
常
に
御

城
外
東
の
方
に
あ
た
る
。
清
正
公
の
時
、
御
花
畑
作
ら
せ

ら
れ
た
る
広
き
園
に
、
御
殿
造
り
あ
り
て
、
御
館
に
被
成

た
る
事
也
。
又
、
御
城
中
に
は
太
守
の
外
、
御
家
老
た
り

共
、
御
願
な
く
て
も
御
出
入
も
難
出
来
。

　
　
　

且
、
焼
火
を
禁
ず
と
い
ふ
。

　
　
　

御
花
畑
の
裏　

千
石　

益マ
シ
タ田
弥
一
右
衛
門
屋
鋪
。

　
　

 　

新
鍛
冶
屋
町　

村
井
椿
寿
の
孫
、
村
井
同
雲
三
百
石
の

　

医
師
也
。

　
　
　

通
り
丁　

再
春
館
と
い
ふ
医
学
館
あ
り
。
其
近
辺
に
、

　
　
　

山
室
宗
全
、
三
百
石
。

　
　
　

熊
本
名
物
浜
屋
の
む
し
羊
羹
の
店
。

　
　
　

真
宗　

延
寿
寺　

大
地
也
。

　
　
　

長
六
橋　
〈
長
六
は
清
正
公
朝
鮮
よ
り
連
帰
る
／
ト
リ

　
　
　

コ
ノ
内
也
〉

　
　
　
　

長
五
十
間　

幅
三
間
の
大
土
橋
。」（
16
表
）

　
　
　
　

此
川
、
熊
本
城
下
中
を
流
る
第
一
の
大
河
也
。
水
上

　
　
　
　

は
、
阿
蘇
お
ぐ
に
よ
り
出
る
由
。

　
　
　

右
手
に
常
芝
居
小
屋
あ
り
。
板
屋
根
見
へ
る
。

　
　
　

宝
町　

赤
星
見
寿
製　

真
珠
丸

　
　
　

居
土
蔵
造
り
。
大
家
に
し
て
此
家
の
先
祖
、
延
寿
寺
の

　
　
　

月
閑
上
人
の
伝
授
に
よ
つ
て
、
此
真
珠
丸
を
売
弘
む
。

　
　
　

当
時
の
主
人
は
赤
星
三
寿
と
申
由
〈
八
十
有
余
。
番
頭

　
　
　

に
出
会
／
聞
之
〉。
真
珠
丸
、
壱
服
十
粒
入
四
十
文
也
。

　
　
　

十
服
買
候
へ
は
、
壱
服
は
添
候
由
。

　
　

荒
増
、熊
本
城
下
見
物
い
た
し
候
。
日
も
暮
に
及
候
へ
は
、

　
　

新
町
二
丁
目
、
松
原
英
次
郎
宅
へ
帰
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
16
裏
）

一
、
熊
本
領
に
入
と
道
幅
広
く
、
杉
桜
松
の
馬
場
に
て
、
い
か

　

に
も
大
国
の
街
道
と
見
へ
る
よ
ふ
に
、
奇
麗
に
道
々
の
掃
除

　

届
き
た
り
。
東
海
道
も
及
は
さ
る
程
の
所
多
し
。

一
、
熊
本
よ
り
壱
里
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右
之
通
り
壱
里
毎
に
、
城
下
の
四
方
国
境
迄
棒
木
建
之
〈
多

　

く
傍
に
榎
あ
り
。
／
一
里
塚
は
向
ひ
合
せ
に
あ
り
〉。　

一
、
従
是
東　

細
川
越
中
守
領
分

　

右
之
通
り
の
棒
木
、
格
別
大
き
く
御
国
境
毎
に
建
之
。
余
国

　

は
多
く
石
也
。

一
、
熊
本
三
家
老
は
、
長
岡
帯
刀
、
長
岡
監
物
、
有
吉
頼
母
。

一
、
百
石
以
上
五
人
。

　
　
　

長
岡
帯
刀
、
八
代
、
長
岡
監
物
、
有
吉
頼
母
、
沢
村
。

　
　
　
　
　

一
、
二
の
丸
内
に
時
習
館
と
い
ふ
学
校
あ
り
。」（
17
表
）

一
、
長
岡
監
物
殿
百
間
石
垣
と
申
は
、
長
百
間
、
高
拾
間
。
其

　

石
垣
の
築
方
、
目
覚
し
き
も
の
に
て
、
江
戸
に
も
無
之
程
に

　

覚
ゆ
。

一
、
熊
本
は
、
清
正
公
築
城
に
し
て
、
凡
て
江
戸
の
見
附
に
似

　

た
り
。
御
門
、
石
垣
等
、
大
造
が
つ
ま
な
る
事
。
凡
て
江
戸

　

に
次
。

一
、
一
家
中
の
風
儀
、
他
国
無
類
、
別
に
一
国
の
風
あ
り
。
男

　

子
は
惣
綿
服
、
衣
服
、
袖
、
裾
短
く
、
さ
れ
と
も
仕
官
の
人
、

　

袴
を
離
さ
す
。
手
習
子
の
童
子
迄
、短
羽
織
に
短
袴
を
着
し
、

　

書
物
と
弁
当
肩
に
負
、
城
門
に
朝　
　

入
来
る
。
又
、
御
役

　

人
に
相
成
候
へ
は
、
絹
布
着
、
立
派
の
装
ひ
也
。
御
家
老
、

　

御
中
老
は
平
日
駕
、
御
用
人
、
御
小
性
頭
は
平
日
継
上
下
、

　

四
人
供
〈
若
党
両
人
／
鎗
指　

そ
ふ
り
取
〉。
途
中
、
御
小

　

性
頭
、
高
見
権
右
衛
門
殿
を
見
懸
し
よ
り
、
四
人
供
に
て
継

　

上
下
も
つ
立
髪
也
。
屋
鋪
は
、
法
花
坂
に
あ
り
と
い
ふ
。
婦

　

人
は
絹
布
に
て
立
派
に
、
又
女
の
髪
は
昔
風
に
し
て
い
と
や

　

さ
し
。

一
、
御
菩
提
所

　
　
　

禅
宗　
　

高
麗
門
外　
　

妙
解
寺

　
　
　

同　
　
　

立
田
口　
　
　

泰
勝
寺
」（
17
裏
）

一
、
壺
井
、
竹
辺
の
禅
宗
見
性
寺
は
、
長
岡
監
物
殿
菩
提
所
に

　

し
て
、
当
時
蘇
山
和
尚
迚
、
名
高
き
知
識
出
た
り
。

一
、
長
岡
内
膳
殿
、
先
祖
長
岡
伊
豆
は
細
川
氏
惣
領
家
の
家
筋

　

な
れ
と
も
、
大
坂
方
ゆ
へ
家
臣
と
成
し
由
也
。  

一
、
水
禅
寺
の
御
茶
屋
、
立
派
之
由
承
候
。

一
、
柳
川
小
路
に
、
立
花
家
の
屋
舗
跡
あ
り
。
是
は
清
正
公
吹

　

挙
に
よ
つ
て
、
御
大
名
に
相
成
候
由
。

一
、
家
中
田
中
氏
、
平
野
氏
抔
、
屋
鋪
構
へ
長
屋
門
之
内
、
檜

　

皮
葺
、
唐
破
風
、
弐
間
半
、
玄
関
、
奏
者
罷
出
居
。
江
戸
通

　

り
也
。

一
、
肥
後
領
分
中
、

　
　
　
　

猿
田
彦
大
神
と
彫
た
る
石
所
々
立
。

（33）
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道
祖
神
な
れ
は
か
く
こ
そ
あ
り
た
き
も
の
也
。

一
、
肥
後
領
中
、
人
馬
継
立
無
遅
滞
差
出
し
候
と
も
、
増
賃
等

　

ね
た
り
か
ま
し
き
事
申
出
ず
、
至
て
神
妙
也
。
能
々
申
付
方

　

の
行
届
き
候
事
と
ぞ
。

一
、
肥
後
領
内
、
一
統
旅
人
止
宿
。

　

七
銭
三
匁
五
分
に
定
る
。
尤
、
昼
食
共
々
。」（
18
表
）

一
、
熊
本　

古
町　

番
木
や
茂
左
衛
門
。

一
、熊
本
風
呂
や
、上
方
通
り
、男
女
差
別
〈
一
人
前
／
七
銭
〉。

一
、
熊
本
は
謡
の
流
行
す
る
所
に
て
、
風
呂
の
内
に
て
も
謡
ひ
、

　

道
等
行
に
も
謡
ふ
。

一
、
清
正
公
参
詣
に
は
、
京
町
に
旅
宿
す
べ
し
。
京
町
よ
り
は

　

清
正
公
へ
十
三
丁
。
新
町
よ
り
は
、
廿
四
五
丁
有
之
由
。
熊

　

本
城
下
に
て
は
、
新
町
か
真
中
と
い
ふ
。

一
、
新
町
二
丁
目　

沢
屋
茂
三
郎
。

　

薩
州
太
守
御
本
陣
也
。

　
　
　

一
丁
目　
　

湊
屋
。

　
　
　

二
丁
目　
　

松
原
屋
英
次
郎
。

　

皆
氏
家
宿
也
。

一
、
熊
本
城
下
、
町
屋
門
口
に
悉
表
札
を
出
す
。

　

何
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
何
左
衛
門
家
代

　

 

何
何
左
衛
門　
　
　

何
屋
何
兵
衛　
　
　
　

何
右
衛
門 

 　
　
　

士
席
浪
人
格
之
分
は
、
別
に
家
代
を
立
置
。

　

何
屋
何
よ
り　
　
　

何
屋
何
兵
衛　
　
　
　

大
工 

何
平

　
　
　
　

懸
屋
鋪　
　
　
　
　
　

後
家　
　

畳
刺 

何
平 

町
迦
職
人
と
見
ゆ
」（
18
裏
）

一
、
熊
本
は
凡
て
の
大
さ
に
似
合
ぬ
は
神
社
也
。
藤
崎
八
幡
を

　

始
め
、
皆
小
き
社
の
み
あ
り
と
聞
。

一
、
熊
本
之
城
下
は
侍
小
路
一
通
有
之
候
へ
は
、
町
有
之
。
又
、

　

侍
小
路
町
と
段
々
有
之
。
三
千
石
以
上
之
家
居
は
、
東
都
御

　

大
名
屋
敷
に
等
し
。
町
屋
も
広
く
、
其
上
は
谷
々
に
て
一
目

　

に
見
へ
か
た
し
。
尤
、
当
国
は
道
路
広
く
、
別
て
二
重
峠
よ

　

り
の
道
広
く
、
大
津
手
前
よ
り
熊
本
迄
は
、
五
六
里
之
間
、

　

杉
桜
馬
場
見
事
也
。

一 

、
長
崎
へ
行
に
は
、
肥
後
よ
り
柳
川
佐
賀
廻
り
致
候
に
、
熊

本
へ
立
寄
候
は
、五
里
之
廻
り
也
。
大
津
よ
り
山
鹿
へ
五
里
、

熊
本
へ
も
五
里
也
。
猶
又
、
熊
本
よ
り
山
鹿
へ
五
里
、
大
津

よ
り
熊
本
へ
廻
り
候
得
は
、
山
鹿
へ
五
里
の
道
、
拾
里
に
相

成
候
。
尤
、
熊
本
よ
り
高
橋
へ
壱
里
半
。
此
所
よ
り
嶋
原
へ

（34）
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渡
海
七
里
。
実
は
拾
里
余
も
有
之
由
。
右
七
里
之
渡
、
船
壱

艘
借
り
切
に
候
へ
は
、
壱
〆
八
百
文
位
之
由
。
乗
合
に
候
へ

は
、
壱
人
前
三
百
文
位
」（
19
表
）
之
由
。
尤
、
嶋
原
よ
り

長
崎
へ
弐
拾
三
里
之
由
、
佐
賀
廻
り
は
、
五
拾
里
大
き
成
違

ひ
也
。
尤
、
嶋
原
に
着
船
之
上
は
、
船
問
屋
よ
り
番
所
へ
相

改
揚
り
、
手
形
番
所
よ
り
出
候
由
、
尤
、
往
来
手
形
差
出
す
。

右
手
形
料
、
廿
四
文
位
差
出
候
由
。
大
船
揚
り
手
形
、
嶋
原

よ
り
八
里
、
合
津
と
申
所
番
所
へ
差
出
し
候
由
。
右
之
間
、

西
郷
へ
止
宿
い
た
し
候
得
は
、
同
所
長
浜
之
番
所
よ
り
一
宿

承
届
之
裏
書
い
た
し
候
由
、
承
及
候
。
尤
、
嶋
原
通
り
長
崎

へ
行
に
は
、
矢
上
の
町
中
に
出
る
。

一
、
熊
本
魚
類
は
、
上
よ
り
直
段
御
極
被
成
候
由
。
魚
の
棚
、

　

魚
之
直
段
付
懸
札
有
之
。
鯛
は
懸
同
面
目
に
付
、
壱
匁
五
厘

　

抔
と
有
之
。
内
々
相
場
、
相
立
候
也
。
魚
は
都
て
懸
同
売
買

　

之
由
。

一
、
熊
本
領
に
限
り
て
、
鶴
崎
手
永
、
関
手
永
、
山
鹿
手
永
抔

　

い
ふ
名
あ
り
。」（
19
裏
）

一
、
廿
七
日　

晴
、
夕
方
西
風
に
成
。
曇
、
寒
く
成
。
夜
晴
。

　

熊
本
卯
上
刻
出
立
、
出
町
通
り
。

　
　

大
久
保　

茶
や
四
五
軒
有
〈
熊
本
よ
り
／
壱
里
半
〉。

　
　
　

暫
行
、
左
に
き
と
の
き
ち
し
越
、
高
瀬
へ
の
追
分
有
。

　
　
　

三ミ
マ
ゲ曲　

茶
や
七
軒
。

　
　
　
　

入
口　

阿
蘇
宮
。

　
　
　

鹿
子
木　

店
数
々
。

　
　
　
　

此
入
口
、
熊
本
よ
り
弐
里
之
棒
木
建
之
。

　
　
　

夜
鳴
の
小
屋　

茶
や
三
軒
。

　
　

植
木
宿　

熊
本
よ
り
弐
里
半
。

　
　
　

入
口
桜
拾
株
斗
、
宿
内
拾
丁
余
。

　
　
　
　

此
宿
、
武
家
方
止
宿
不
相
成
由
、
右
田
氏
の
日
記
に

　
　
　
　

有
之
故
、
其
宿
の
人
に
尋
候
所
、
決
し
て
左
様
の
事

　
　
　
　

は
無
之
。
武
家
方
の
御
宿
も
仕
候
由
申
之
。」（
20
表
）

　
　
　
　

左
に
人
馬
会
所
。
東
海
道
の
通
り
に
有
。

　
　
　
　

此
往
来
は
薩
州
、
肥
後
、
人
吉
、
宇
土
侯
、
江
戸
上

　
　
　
　

下
の
駅
路
也
。

　
　
　
　

宿
内
左
に
一
向
宗
金
蓬
寺
、
笠
松
あ
り
。
熊
本
よ
り

　
　
　
　

三
里
之
棒
木
建
之
。

　
　
　
　

み
ど
り
町　

茶
や
有
。

　
　
　
　

内
村

　
　
　
　
　

此
間
熊
本
よ
り
四
里
之
棒
木
建
之
。

　
　
　
　

む
す
ふ
の
小
屋　
　

四
五
軒
有
。

（35）
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広
野
町

　
　
　
　
　

弐
三
丁
行
、
熊
本
よ
り
五
里
之
棒
木
建
之
。

　
　
　
　

櫨
の
小
屋　

茶
や
壱
軒
。

　
　
　
　

郷
原
村　

村
中
店
壱
軒
。

　
　
　
　

南
嶋
村　

茶
や
三
軒
。

　
　
　
　
　

此
村
よ
り
五
六
丁
手
前
、
従
是
北
山
鹿
郡
之
堺
石

　
　
　
　
　

建
之
。
此
辺
山
鹿
手
永
と
い
ふ
。
打
開
き
た
る
津

　
　
　
　
　

留
也
。」（
20
裏
）

　
　
　

山
鹿
宿　
〈
家
員
十
軒
／
植
木
よ
り
三
里
半
〉。

　
　
　
　

宿
入
口
湯
の
瀬
川
、
湯
の
瀬
橋
と
い
ふ
土
橋
あ
り
。

　
　
　
　

長
四
十
五
間
、
中
三
間
、
手
す
り
付
て
中
高
の
は
し

　
　
　
　

也
。
宿
内
十
五
六
丁
人
馬
会
所
、左
側
宿
の
中
程
也
。

　
　
　
　

少
し
手
前
右
に
温
泉
あ
り
。

　
　
　

山
鹿
の
温
泉

　
　
　
　

一
の
湯
、
二
の
湯
、
三
の
湯
と
て
入
湯
、
人
も
見
へ

　
　
　
　

た
り
。
午
刻
、
此
所
に
着
て
入
湯
。
湯
ぬ
る
し
。
山

　
　
　
　

鹿
の
宿
出
迦
、
目
鏡
石
橋
あ
り
。
第
一
番
。

　
　

鍋
田
村

　
　
　

同
村
之
内
、荒
瀬
と
い
ふ
所
。
鍋
田
橋
と
い
ふ
橋
あ
り
。

　
　
　

暫
行
。

（36）

　
　
　
　

熊
本
よ
り
七
里
之
棒
木
建
之
。

　
　
　

同
村
の
入
口
、
よ
ふ
め
い
上
人
杖
杉
あ
り
。
又
、
長
き

　
　
　

土
橋
あ
り
。
鍋
田
と
岩
村
の
間
、
従
是
西
北
玉
名
郡
石

　
　
　

立
。

　
　

岩
村

　
　
　

茶
や
五
軒
、
寺
一
あ
り
。」（
21
表
）

　
　

平
野
村

　
　
　

入
口
、
目
鑑
橋
、
長
十
間
、
幅
弐
間
。
第
二
番
。

　
　

小コ
エ
イ
ノ永
町　

山
鹿
よ
り
三
里
。

　
　

有
谷
村
之
内

　
　

小
原　

店
弐
軒
。

　
　
　

此
間
、
熊
本
よ
り
拾
里
之
棒
木
建
之
。

　
　

六
本
木　

店
弐
軒
。

　
　

　
　

今
日
、
山
鹿
の
宿
手
前
に
て
、
不
意
に
白
粉
、
紅
粉
に
て

　
　

皃
を
作
り
、
三
階
松
の
紋
付
た
る
黒
の
単
を
着
し
、
腰
に

　
　

一
刀
横
た
へ
た
る
役
者
に
出
会
、道
連
と
な
り
所
を
聞
は
、

　
　

備
前
の
国
岡
山
の
産
に
し
て
、嵐
品
蔵
と
申
よ
し
。
狂
言
、

　
　

物
真
似
に
て
一
銭
の
貯
な
く
し
て
、
日
本
国
中
を
廻
り
け

　
　

る
よ
し
に
て
、
山
鹿
の
宿
に
入
と
途
中
に
て
千
両
幟
一
人

　
　

に
て
八
人
芸
の
狂
言
あ
り
。
暫
く
彳
み
て
、
旅
中
、
鬱
を
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散
し
ぬ
。

　

南
の
関
宿　
　

山
鹿
よ
り
四
里
半
。

　
　

 

家
員
三
百
軒
、
入
口
目
鏡
橋
。
第
三
番
。」（
21
裏
）
長

十
五
間
、
宿
内
十
五
六
丁
。

　
　

暮
過
着
。
豆
腐
屋
庄
市
宅
泊
。

　
　

 

庄
市
宅
座
敷
、
長
一
間
、
幅
三
尺
の
額
あ
り
。
大
字
に
て
、

大
鵬
の
二
字
を
書
た
り
。
白
寉
書
と
あ
り
。
至
て
見
事
成

ゆ
へ
、
誰
人
な
り
や
と
亭
主
に
尋
し
に
、
薩
州
家
中
、
鮫

島
吉
左
衛
門
と
て
、
八
十
六
歳
の
老
人
の
筆
な
る
由
。

　
　一

、
廿
八
日
〈
大
北
風
に
て
寒
気
強
く
、
終
日
大
風
吹
。
／　

　

夕
方
曇
。
夜
に
入
少
し
雨
。
山
々
は
雪
降
〉。

　

卯
上
刻
出
立
。
南
関
宿
迦
れ
細
川
侯
番
所
あ
り
。
夫
よ
り
八

　

丁
程
行
。
右
に
大
津
山
大
明
神
社
、御
山
に
引
入
桜
馬
場
有
。

　

夫
よ
り
八
九
丁
行
。
熊
本
よ
り
拾
壱
里
棒
木
建
之
。

　
　

外ソ
ト
メ目
村　

境
木
〈
茶
や
三
軒
／
内
、
酒
や
壱
軒
有
〉。

　
　

木　

従
是
東
南　

細
川
越
中
守
領
分　
熊
本
札
辻
よ
り　

十
一
里
八
丁
廿
間

　
　

石    

従
是
西
北
筑
後
国
柳
河
立
花
左
近
将
監
領
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
川
札
辻
ヨ
リ

四
里
廿
丁
余　
　

」（
22
表
）

　
　




